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１ 生涯学習の推進 

少子高齢化・情報化に伴い、市民のニーズは増大し、高度化・多様化している。 

市民生活の充実と向上のために、学習機会や情報提供、学習相談の充実をすすめ、市民の自発的な学

習活動を支援するため、「上尾市生涯学習基本構想・基本計画」を策定し、「生きる喜びを分かち合える生

涯学習」を基本理念として事業を推進している。 

基本目標として、「だれもが学べる生涯学習」「学んだ成果を生かせる生涯学習」「地域参加をすすめる生

涯学習」「人と地域をつなぐ生涯学習」を掲げ、生涯学習に関する情報提供や指導者養成、拠点整備、事業

の充実などに努め、生涯学習社会を実現するため、市民との協働により事業展開している。 

 

 

（（１１））  生生涯涯学学習習体体制制のの充充実実  

① 上尾市生涯学習振興基本計画の策定 
第２次上尾生涯学習基本構想・基本計画の計画

期間が、平成２２年度で最終年度を迎えるため平成
２３年度から平成２７度年まで５年間を計画期間とす
る第３次上尾市生涯学習振興基本計画を策定する。 

② 生涯学習グループ情報の提供 

市民の生涯学習活動の推進を図るため、市民が
生涯学習活動を行おうとするとき、既存の生涯学習
グループの情報を提供。公民館や学校開放施設で
活動する６５４グループ（平成２２年４月現在）の情
報を提供している。 

③ 上尾市まなびすと指導者バンクの運営 
生涯学習活動の分野ごとに指導者（市民講師）を

登録し、学習者に指導者情報を提供。平成８年から
情報提供開始。平成２２年４月現在の登録件数は１
１８件。 

④ あげお市政出前講座 

市民の学習希望に応じ、市職員が出向いて、担
当専門知識・技術などを説明するもの。 

★平成２１年度実施件数 ２４９件 

⑤ 社会教育推進員活動の推進 
社会教育推進員は、地域における生涯学習活動

を支援するボランティア。平成２２年度は１３人を委
嘱。あげおふるさと学園の企画・実施のほか、公民
館事業などに協力している。 

⑥ 生涯学習ボランティア講座の実施 
市民の生涯学習活動の支援、地域における生涯

学習の普及啓発を図るために実施する。併せて、現
在委嘱している生涯学習推進員の研修の機会でも
ある。 

★期 日：２月１０日・１７日・２４日 

⑦ 生涯学習コーナーの運営 
主に情報提供を図る場として市役所第三別館１

階に設置。 

⑧ 社会教育団体の支援 

社会教育団体である市ＰＴＡ連合会、ボーイスカ
ウト、ガールスカウトに対して、その活動に対しての支
援活動を実施。 

  

（（２２））  生生涯涯学学習習施施設設のの整整備備  

① 公民館の施設管理 
上尾・上平・平方・原市・大石・大谷の市内６公民

館の管理運営事業（別掲）。 

② 学校施設開放事業 
市民の生涯学習の場の確保を図るため、学校教

育に支障の生じない範囲内で学校施設を市民に開
放する事業。現在、平方東小学校・芝川小学校の２
校で特別教室の開放事業を実施し、利用登録団体
が活動を行っている。 

○平方東小学校開放教室 

 音楽室・図工室・理科室・講座室・多目的室 

○芝川小学校開放教室 

 多目的室、和室、図工室 

 

（（３３））  生生涯涯学学習習機機会会のの提提供供  

① 公民館事業の充実（別掲） 

上尾・上平・平方・原市・大石・大谷の市内６公民

館での講座事業を実施（別掲）。 

② あげおふるさと学園 

市民一人一人の生涯学習を支援するため、公民
館を会場にして「郷土あげおを知ろう」をテーマに講
座を行っている。また、講座の運営は生涯学習推進
員が担当し、市民が企画する講座として位置付けて
いる。 

○ふるさと上尾にゆかりの人物と歴史を学ぶ 

 会場 原市公民館 

 期日 １０月２７日～１１月２４日（毎週水曜日） 

 講師 丸山幸子氏（花袋研究学会） 

     重田正夫氏（元県立文書館副館長） 

     青木義脩氏（元浦和市教委文化財保護課長）他 

○上尾の産業アラカルト 

 会場 上平公民館 

 期日 １１月１８日～１２月９日（毎週木曜日） 

 講師 宮本直樹氏（深谷市教育委員会生涯学習課主査） 

     服部武氏（県立歴史と民俗の博物館主任学芸員） 

     倉田隆氏（元県立上尾高等学校教諭）他 
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○荒川沿いの遺跡と当時の暮らしを学ぶ 

 会場 大石公民館 

 期日 １１月２６日～１２月１７日（毎週金曜日） 

 講師 荒井幹夫氏（日本旧石器学会会員） 

    笹森健一氏（元国士舘大学非常勤講師） 

    塩野博氏（埼玉考古学会会長） 

    高橋一夫氏（元埼玉県立博物館長） 

○（未定） 

 会場 平方公民館 

 期日 １月下旬～２月 

 講師 （未定） 

③ 大学公開講座 
市民の専門的学習意欲に応えるため、聖学院大

学、さいたま市教育委員会、上尾市教育委員会で
運営委員会を組織し、聖学院大学公開講座を実施。 

 期間 ５月８日～７月１０日（毎週土曜日） 

 内容 第１講座「日本社会の底力 

―政治経済の可能性を考える」 

     第２講座「役に立つ英会話講座」 

     第３講座「パソコン講座」 

     第４講座「女性コーラス」 

 延べ参加人数 １，６０７人 

④ まなびすと指導者バンク委託事業の実施 

まなびすと指導者バンク登録者で組織する、まなび

すと指導者バンク活動推進会議に委託して、学校開

放施設である平方東小学校と芝川小学校で、市民講

座を開催する。 

⑤ 家庭教育講演会の実施 
主として小・中学生の保護者を対象に家庭教育を

テーマに講演会を実施。市ＰＴＡ連合会と共催で平成
２３年２月５日（土）に開催する。 

⑥ 家庭教育推進事業の実施 
家庭教育学級を幼稚園保護者会４団体に、また、

家庭教育推進事業を市ＰＴＡ連合会に委託している。 

⑦ 上尾市成人式の実施 

新しく大人の仲間入りをした新成人を祝し、励ます
ため平成２３年１年９日（日）に式典を開催する。対
象者２，１６８人（平成２２年４月１日現在） 

２ 人権教育の推進 

憲法や教育基本法では、基本的人権、自由、平等、教育の機会の均等について保障している。

しかし、同和問題、女性、障害者、子ども、高齢者、外国人などに関するさまざまな人権問題が

存在している。これらの問題を解消するため、集会所では憲法や「人権教育及び人権啓発の推進

に関する法律」の趣意にのっとり、地域社会における同和問題・人権問題の解決に向けて人権尊

重の精神に徹し、差別を正しく認識し、差別の解消のために意欲と実践力をもった人間を育てる

ことを目指して事業展開している。その事業展開については以下の目的をもって実施する。 

◎地域社会における健康で明るい人間関係を図ること 

◎地域の人々の教養を高め、生活の合理化を図ること 

◎人権問題の認識と理解を深めること 

このような目的を果たすために、各種教室・講座、人権研修会、団体育成など幅広い活動を行う。 

 

（（１１））人人権権教教育育のの推推進進  

○市民に対する人権教育の推進 

○市附属機関、各種団体指導者に対する研修 

○あらゆる学級、講座の中に人権問題を位置
づける 

（（２２））集集会会所所事事業業のの充充実実  

●２２年度集会所事業 （予定） 

 原市集会所 畔吉集会所 

講 座 数 １５講座 １３講座 

実施時間 １３１時間 １２０時間 

 

 

【平成２２年度原市集会所講座内容】 
子どもわくわく体験教室、花の色と香りでもっと元気

に、見て聴いてすっきり整理収納術、楽しい書道と
小筆、親子体操教室、夏休み子ども工作教室、夏
休み子ども料理教室ほか 

【平成２２年度畔吉集会所講座内容】 
子どもわくわく体験教室、気軽にできる健康体操教

室、心温まる絵便り教室、気軽におしゃれなお菓子
教室、夏休み子ども料理教室ほか 
 

●●人人権権自自主主研研修修会会のの実実施施  
平成１７年度から原市集会所・畔吉集会所の利

用者全員を対象に昨年は「障害者」をテーマにし、
今年度は、「同和問題」をテーマに人権問題研修を
実施。 
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３ 文化・芸術の振興 

（（１１））  第第４４２２回回上上尾尾市市美美術術展展覧覧会会  

広く市民の美術活動の普及を図り、豊かな人間

性を養い、市民文化の向上に寄与することを目的と

する。 

★会期 平成２２年１０月１９日（火） 

～１０月２４日（日） 
★会場 上尾市コミュニティセンター 

上尾市民ギャラリー 

★種目 第１部＝日本画 (35 点) 

       第２部＝洋画 （189 点） 

       第３部＝立体造形 (21 点) 

       第４部＝工芸 (30 点) 

       第５部＝書 (152 点) 

       第６部＝写真 (79 点) 

 

（（２２））  第第３３７７回回上上尾尾市市民民音音楽楽祭祭  
市内で活動している音楽（合唱、邦楽、吹奏楽・

器楽）に親しむグループが、それぞれの活動の成果
を発表し、交流を深め、音楽を通じて市民文化の向
上を図るとともに全市的に音楽の輪を広げることを目
的とする。企画・運営は、参加団体による実行委員
会で行なっている。 

★合唱祭＝平成２２年１１月７日（日）  ２０団体 

★邦楽祭＝平成２３年２月１９日（土）  １８団体 

★吹奏楽・器楽祭＝平成２３年２月２０日（日）９団体 

  

（（３３））  上上尾尾市市民民ギギャャララリリーーのの運運営営  
市民の美術作品などを展示、鑑賞する場を提供

し芸術文化の振興、向上に寄与することを目的に、
JR 上尾駅東口アリコベール上尾サロン館２階に「上
尾市民ギャラリー」を運営している。 (全面 約２３０㎡・
半面約１１５㎡・控室約６０㎡) 

（（４４））  文文化化・・芸芸術術団団体体のの支支援援  
文化団体連合会をはじめとした文化芸術団体の

活動を側面から支援している。 

また、市民の文化芸術の振興と普及を図る活動
を支援するため文化芸術振興基金を運用している。 

★上尾市文化団体連合会（１４団体） 

NO 団体名 

１ 上尾市いけばな協会 

２ 上尾市美術家協会 

３ 上尾市合唱連盟 

４ 上尾市吹奏楽協会 

５ 上尾市俳句連盟 

６ 上尾市吟剣詩舞道連盟 

７ 上尾市茶道連盟 

８ 上尾市邦楽邦舞協会 

９ 上尾市三曲連盟 

10 上尾市総合舞踊連盟 

11 上尾市日本舞踊連盟 

12 彩の国上尾将棋連合会 

13 上尾市大正琴連盟 

１４ 上尾市民囲碁連盟 

             平成２２年６月現在 

 

★第２６回上尾市文化芸術祭 

  上尾市文化団体連合会では、市内の文化団
体が協力し、さまざまな分野の文化芸術活動の
総合的な展示・発表を行なっている。 

開催期間  平成 22 年１１月５日（金） 

                ～１１月７日（日） 

会場     上尾市コミュニティセンター 

団体名 実施日 

いけばな 11月 5日（金）～7日（日） 

俳句 11月 5日（金）～7日（日） 

美術展覧会 11月 5日（金）～7日（日） 

将棋 11月 5日（金）～7日（日） 

囲碁 11月 5日（金）～7日（日） 

大正琴 11月 6日（土） 

筝・三絃・尺八 11月 6日（土） 

舞踊 11月 6日（土） 

詩吟・剣舞・詩舞 11月 7日（日） 

筝・三絃・尺八・舞踊 11月 7日（日） 

吹奏楽 11月 7日（日） 

茶会 11月 7日（日） 

 

★★上上尾尾市市文文化化芸芸術術振振興興基基金金  

  平成２２年３月３１日現在の積立基金 

       ３４，３２８，９３４円
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４ 文化財の保護・伝統文化の継承 

（１）文化財の保護 

文化財保護事業は、上尾市文化財保護審議会の開催、文化財の保存・管理、埋蔵文化財の保護、

伝統文化の継承・発展、文化財資源の活用と保護思想の普及、歴史資料の収集整理、文化財保護

施設の整備、文化財保護行政の基礎運営の８本柱で計画し、実施している。 

①①上上尾尾市市文文化化財財保保護護審審議議会会  
市内に所在する文化財の調査や市教育委員

会の諮問に応じて、文化財の保存と活用に関する
重要事項を審議し、かつ建議する。 

★会議：６月７日、２月予定 

②②文文化化財財のの保保存存・・管管理理  

(ｱ) 市指定文化財の指定 

(ｲ) 市登録文化財の登録 

(ｳ) 市指定文化財の修理・修復 

(ｴ) 市指定文化財維持交付金の交付 

★７件へ２１０，０００円を交付 

(ｵ) 市指定文化財の状況調査 
市指定文化財の現状を把握することで、円滑

に保存し、維持・管理を進めていく。 
(ｶ) 馬蹄寺のモクコク防虫駆除（６月１０日・９月１７日） 

(ｷ) 文化財の調査・研究 

・石造物調査（指定・登録文化財調査と合わせて

実施） 

(ｸ) 民具の収集と整理 （民具収蔵庫の薫蒸） 

(ｹ) 文化財説明板・標柱の設置 

③③埋埋蔵蔵文文化化財財のの保保護護  

(ｱ) 埋蔵文化財試掘・確認調査 

(ｲ) 埋蔵文化財緊急発掘調査 

・秩父山遺跡（第７次）・秩父山遺跡（第８次）の報

告書刊行（国・県補助事業） 

(ｳ) 市事業による出土遺物の整理調査 

・領家・宮下遺跡 

(ｴ) 上尾市遺跡調査会の運営 

④④伝伝統統文文化化のの継継承承・・発発展展  

(ｱ) 技の公開と実演（祭礼調査など） 

(ｲ) 畔吉ささら獅子舞獅子頭修理 

(ｳ) 畔吉ささら獅子舞衣装新調事業 

(ｴ) 藤波の餅つき踊り保存会衣装新調事業 

(ｵ) 選定保存技術漆刷毛製作の保存支援 

 漆刷毛保存技術保持者・九世泉清吉氏の活動

支援 

 

⑤⑤文文化化財財資資源源のの活活用用とと保保護護思思想想のの普普及及  

(ｱ) 文化財めぐり 

○第１回文化財めぐり 
 【テーマ／畔吉地区の歴史歩き】 
 期日：５月２８日（金） 
 参加者：２４人 

○第２回文化財めぐり 
 【テーマ／ふるさとの縄文を探る】 
 期日：１１月１８日（木） 
 参加者：３０人（予定） 

 (ｲ) 郷土史講座 

○第１回郷土史講座 
 【テーマ／縄文時代の上尾】 

期日：９月２４日・１０月１日・８日（いずれも金曜日） 

講師：造形作家 井出政男氏・県埋文事業団 金子

直行氏 他 

［会場／上尾市役所７階大会議室・上尾公民館講座室］ 

○第２回郷土史講座 
【テーマ／未定】 

期日：２月中旬～（予定） 
講師： 未定 

［会場／未定］ 

(ｳ) 上尾の歴史展「あげお縄文絵巻」 

・内容：市内の縄文時代資料を展示  

 ・期間：１１月３日～１１月９日 （祝日も開催） 

   ・会場：上尾市役所ギャラリー 

(ｴ) 文化財保護に関する啓発誌の発行 

本年度に行った保護活動や調査結果を 

『上尾の文化財保護（年報）－平成２２年度－』とし

て発行（３月） 

(ｵ) 地域公民館の展示ケースの展示替え 

(ｶ) 出前講座 （学校や文化活動団体等） 

(ｷ) 総合的学習、教員研修等 

⑥⑥文文化化財財保保護護行行政政のの基基礎礎運運営営  

(ｱ) 県文化財保護協会 〔県内６９市町村で構成〕 

 ・評議員会・研修会 

(ｲ) 担当者会議、教職員研修、器材の管理 
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（２）歴史資料調査事業の推進 

本年度は、市史編さん事業を進める中で収集された約 42,100 点の旧役場文書・寄贈していた

だいた約４８,０００点の旧大谷農協文書などについて、今後、市民の学習・研究活動に広く活用

できるように、整理・分類し、公開を目的とした目録化の事業を進める。 

◎◎平平成成２２２２年年度度のの主主なな事事業業  

①歴史的資料の整理・保存 

 (ｱ) 歴史的資料の収集 

   上尾市文書取扱規定に基づき廃棄が決定さ

れた行政文書の収集を行っている。 

ただし、個人情報に係る内容の文書については

収集しない。 

・第１種保存文書（1１年以上）の保存年限見直

し作業に伴う収集（６月） 

・１０年５年・３年保存文書の選定収集（３月） 

(ｲ) 文書目録の発行 

資料の点検整理、件名の一覧表（目録）を作

成し、整理済の文書から順次発行する。 

・上平村役場文書（上） 300 部（３月） 

・原市町役場文書の目録作成整理(通年) 

(ｳ) 諸家文書の調査・整理・分類(通年) 

 

 

②資料の二次的保存・収集資料の記録（マイクロフ

ィルム写真撮影） 

③保管のための資料室・分室の維持管理（通年） 

自治体等から寄贈された文化財や発掘の調査

報告書の保管（資料室）、市史編さん事業で収

集した古文書・旧役場文書や公文書及び記録

写真の保管（分室） 

④資料の活用（通年） 
  ・市民の学習・研究活動のためのマイクロフィルム

写真撮影資料の引き伸ばし複写の有償提供 

⑤研修・会議（通年） 

・埼玉県地域史料保存連絡協議会 
〔県内６３市町村及び県立文書館で構成〕 

 

 

 

◎◎上上尾尾市市史史編編ささ んん事事業業刊刊行行物物  

『 上尾市史』 全１ ０ 巻（ 既刊）  

 第一巻 資料編１  原始・ 古代 

 第二巻 資料編２  古代・ 中世・ 近世１  

 第三巻 資料編３  近世２  

 第四巻 資料編４  近代・ 現代１  

 第五巻 資料編５  近代・ 現代２  

 第六巻 通史編（ 上）  

 第七巻 通史編（ 下）  

 第八巻 別 編１  地誌 

 第九巻 別 編２  金石・ 文化財 

 第十巻 別 編３  民俗 

『 上尾市史編さん調査報告書』 （ 既刊）  

 第１集 平方貝塚 

 第２集 領家八幡宮古墳 平塚谷津下１・２号墳 

 第３集 原始・古代文献目録 考古学的調査の歩み 

 第４集 新聞記事目録（明治・大正） 

 第５集 中堀川流域の地形・地質 

 第６集 安政四年久保村須田家日記 

 第７集 十四番耕地遺跡 －第２次調査－ 

 第８集 統計 

 第９集 新聞記事目録（昭和／戦前） 

 第１０集 尾山台遺跡 

 第１１集 菅谷北城跡 

 第１２集 上尾の中世石塔 

 第１３集 南村 須田康子家文書目録１近世編 

 第１４集 南村 須田康子家文書目録２近代・典籍編 

『 上尾市史調査概報』 の内容 

創刊号 座談会「市史編さんよもやま話」ほか 

第２号 特集「尾山台遺跡」ほか 

第３号 研究ノート「近世後期関東への甘藷栽培の普及と
上尾地方」ほか 

第４号 研究ノート「上尾地域における明治地方自治の成
立と地方名望家」ほか 

第５号 研究ノート「地形からみた上尾の村と町」ほか 

第６号 研究ノート「牧野家と足立郡石戸領」ほか 

第７号 研究ノート「縄文時代前期末葉の様相」ほか 

第８号 研究ノート「近世中期南村須田家の農業経営」ほか 

 

 

第９号 研究ノート「上尾市周辺荒川左岸の三匹獅子舞」
ほか 

第１０号 特集「続・満蒙開拓青少年義勇軍」座談会ほか 

第１１号 研究ノート「金石文にみる上尾の古道」ほか 

第１２号 研究ノート「上尾市周辺地域の三匹獅子舞」ほか 

第１３号 研究ノート「中山道上尾宿における助郷負担の
実態」ほか 

第１４号 研究ノート「宝暦期南村須田家の経営改革」ほか
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【文化財関係資料】 上尾市所在の指定文化財一覧 

◎国指定文化財：１件  

種      別 指定文化財名 

重要文化財 工芸品（１） 線刻阿彌陀五佛鏡像 ［個人所有］    

◎国選定保存技術：１件  

種      別 指定文化財名 

選定保存技術（１） 漆刷毛製作 ［九世 泉清吉］    

◎県指定文化財：４件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
工芸品（１） 永楽通宝紋鞍 付 鐙一双 ［妙巌寺］  

考古資料（１） 殿山遺跡出土旧石器  ［上尾市教育委員会］     

記念物 天然記念物（２） 
徳星寺の大カヤ及び暖帯林 ［徳星寺］ 

馬蹄寺のモクコク ［馬蹄寺］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎県選択無形民俗文化財：１件（市指定民俗文化財でもある） 

種      別 指定文化財名 

民俗文化財 無形民俗文化財（１） 平方のどろいんきょ［平方のどろいんきょ保存会］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

「種別」欄（ ）は件数 

「指定文化財名」欄［ ］は所有者・管理者・保持者・保持団体 

〔徳星寺の大カヤ〕 〔馬蹄寺のモクコク〕 

〔殿
山
遺
跡
出
土
旧
石
器
〕 

〔永楽通宝紋鞍 （付鐙一双）〕 

〔平
方
の
ど
ろ
い
ん
き
ょ
〕 
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◎市指定文化財：76 件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
（４６） 

建造物（３） 
愛宕神社（本殿）［愛宕神社］ 
少林寺山門 ［少林寺］ 
神山家煉瓦蔵・煉瓦塀 付 棟札一枚 ［個人所有］ 

絵画（２） 
紙本着色釈迦三尊像図 ［馬蹄寺］ 
絹本着色不動明王図 ［個人所有］ 

彫刻（１７） 

十一面観世音菩薩坐像 付 胎内仏 ［清真寺］ 
相頓寺三仏 ［相頓寺］ 
日光・月光菩薩立像 ［密蔵院］ 
十一面観世音菩薩立像 ［日乗院］ 
十二神将立像 ［密蔵院］ 
銅造阿弥陀如来及び両脇侍立像 ［小林寺］ 
氷川神社本殿彫刻 ［氷川神社］ 
木造阿弥陀如来立像 ［相頓寺］ 
木造阿弥陀三尊立像 ［西光寺］ 
向山不動堂彫刻 ［向山地区］ 
原市山車彫刻 ［原市第１～５区］ 
木彫十一面観音立像 ［谷津町内会］ 
木彫釈迦三尊坐像 ［龍眞寺］ 
木造宝冠阿弥陀坐像 ［放光院］ 
木造十一面観音坐像 ［観蔵院］ 

木造阿弥陀如来立像 ［畔吉東部共同墓地内堂］ 

木造達磨大師坐像・招宝七郎大権修利菩薩倚像 ［龍眞
寺］ 

書跡・典籍・古文書
（９） 

慶安の禁札 ［十連寺］ 
家康朱印状等古文書 ［徳星寺］ 
矢部家文書 ［上尾市教育委員会］ 
小川家文書 ［個人所有］ 
須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
神田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
南村須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
上尾宿助郷関係（壱丁目村）文書 ［上尾市教育委員会］ 
平方村石倉家文書 ［上尾市教育委員会］ 

考古資料（１２） 

月侍供養塔 ［下芝農家組合］ 
月侍供養塔 ［個人所有］ 
弘長板碑 ［楞巌寺］ 
古墳出土銅鏡 ［個人所有］ 
地蔵像板石塔婆 ［畔吉東部共同墓地］ 
後山遺跡出土関山式土器 ［上尾市教育委員会］ 
薬師耕地前遺跡出土品 ［上尾市教育委員会］ 
相頓寺六字名号板石塔婆 ［相頓寺］ 
私年号板石塔婆 ［個人所有］ 
正平七年銘板石塔婆 ［個人所有］ 
十連寺板石塔婆 ［十連寺］ 
西通Ⅰ遺跡出土灰釉草葉文瓶 ［上尾市教育委員会］ 

歴史資料（５） 

五榜の高札 ［上尾市教育委員会］ 
瓦葺懸渡井官費営繕之真景図 ［上尾市教育委員会］ 
私年号延徳元年銘板石塔婆 ［個人所有］ 
平方村河岸出入商人衆奉納の石祠 ［橘神社］ 
鈴木荘丹俳諧歌碑 ［馬蹄寺］ 
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種      別 指定文化財名 

民俗文化財 
（１３） 

有形民俗文化財（６） 

車地蔵 ［堤崎地区］ 
万治二年銘庚申塔 ［個人所有］ 
相頓寺絵馬群 ［相頓寺］ 
戸崎の浅間塚 ［個人所有］ 
小塚浅間家 ［個人所有］ 
須田家の神楽師用具 ［上尾市教育委員会］ 

無形民俗文化財（７） 

藤波のささら獅子舞 ［藤波のささら獅子舞保存会］ 
畔吉ささら獅子舞 ［畔吉ささら獅子舞保存会］ 
藤波の餅つき踊り ［藤波の餅つき踊り保存会］ 
平方のどろいんきょ ［平方のどろいんきょ保存会］ 
川の大じめ ［川の大じめ保存会］ 
畔吉の万作踊り ［畔吉源太万作保存会］ 
堤崎の祭りばやし ［堤崎の祭りばやし保存会］ 

記念物 
（１５） 

 

史跡（９） 

上尾郷二賢堂跡 ［氷川鍬神社］ 
山崎武平治碩茂の墓 ［遍照院］ 
松下豊前守房利の供養塔 ［放光院］ 
森朴斎碑と墓 ［観音堂］ 
西尾隠岐守一族累代の墓 ［妙巌寺］ 
伊藤由哉碑と墓 ［妙巌寺］ 
柴田七九郎父子の墓 ［今泉共同墓地］ 
正覚寺寺子屋遺跡 ［観音堂］ 
殿山古墳 付 出土品四点 ［個人所有／付は上尾市教育委員会］ 

天然記念物（６） 

もちの木 ［山根家］ 
大けやき ［橘神社］ 
らかんまき ［宝蔵寺］ 
むくの木 ［東町共同墓地］ 
むくろじ ［龍山院］ 
八枝神社の境内ケヤキ・エノキ群 ［八枝神社］ 
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◎上尾市登録文化財：３８件 

種      別 登録文化財名 

民俗文化財 
（３８） 

有形民俗文化財（７） 

井戸木の延宝三年銘庚申塔 ［井戸木共同墓地］ 
馬喰新田の寛政十二年銘庚申塔 ［個人所有］ 
徳星寺の正徳四年銘庚申塔 ［徳星寺］ 
柏座の享保十三年銘庚申塔 ［日乗院］ 
向山の宝暦三年銘庚申塔 ［神明神社］ 
原市の正徳二年銘庚申塔 ［稲荷神社］ 
原市船橋の文化二年銘庚申塔 ［個人所有］ 

無形民俗文化財 

（３１） 

上平の竹細工技術 ［個人］ 
本町の祭りばやし ［本町はやし連］ 
愛宕の祭りばやし ［愛宕囃子連］ 
上町の祭りばやし ［上町囃子連保存会］ 
仲町の祭りばやし ［仲町囃子連］ 
陣屋の祭りばやし ［陣屋囃子連］ 
平方下宿の祭りばやし ［下町はやし連］ 
武州平方箕輪囃子 ［上宿囃子連］ 
小泉の祭りばやし ［小泉囃子連］ 
浅間台の祭りばやし ［浅間台囃子保存会］ 
小敷谷の祭りばやし ［小敷谷囃子連］ 
菅谷の祭りばやし ［菅谷囃子連］ 
地頭方の祭りばやし ［地頭方囃子連］ 
向山の祭りばやし ［向山囃子保存会］ 
西宮下の祭りばやし ［西宮下はやし連］ 
二ツ宮の大山灯籠行事 [二ツ宮農家組合] 
柏座の大山灯籠行事 [柏座石尊講] 
谷津の大山灯籠行事 [谷津町内会] 
藤波の大山灯籠行事 [天神・氷川・八幡合社] 
浅間台の大山灯籠行事 [浅間台区] 
弁財の大山灯籠行事 [弁財浅間台神社氏子会] 
町谷の大山灯籠行事 [町谷区] 
箕の木の大山灯籠行事 [箕の木区] 
上新梨子の大山灯籠行事 [上新梨子区農家組合] 
西門前の大山灯籠行事 [西門前大山灯籠保存会] 
菅谷の大山灯籠行事 [下組区・北中地区・新田区・上区] 
須ケ谷の大山灯籠行事 [第六天神社] 
向山本村の大山灯籠行事 [向山氏子会（本村地区）] 
向山新田の大山灯籠行事 [向山氏子会（新田地区）] 
堤崎の大山灯籠行事 [堤崎愛宕神社] 
地頭方の大山灯籠行事 [氷川神社] 
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５ 公民館事業の充実 

公民館は市民が心の豊かさを求め、生きがいを探る生涯学習の場として、学習グループの活動

の場として、利用されている。また、地域コミュニティの場としても市民の期待は高まっている。 

現在上尾市には、上尾公民館、上平公民館、平方公民館、原市公民館、大石公民館、大谷公民

館がある。 

◎各公民館の所在地 

公民館名 所在地 電話番号 公民館名 所在地 電話番号 

上尾公民館 二ッ宮７５０ ７７５－０１８５ 原市公民館 大字原市３４９９ ７２１－４９４８ 

上平公民館 大字南７５－１ ７７５－９３０８ 大石公民館 大字小泉７４７－８ ７２６－６６１５ 

平方公民館 大字平方９０５－１ ７２６－３４４６ 大谷公民館 大字大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

（（１１））上上尾尾公公民民館館  

上尾公民館は上尾市文化センターの 4 階・5 階にある。 

昭和３５年に市で初めての公民館として開館、平成１８年からは地域公民館として各種多様な

自主グループが活動の場として利用している。 

本年度は主催事業として、第３４回上尾公民館まつりをはじめ俳句・囲碁・将棋の市民大会など、

２２の公民館事業を計画している。地域住民の生涯学習の要望に対応していくとともに、その拠

点として、公民館を運営していく。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後９時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 ４０１ 600 700 700 2,000 

講座室 ４０２ 500 600 600 1,700 

講座室 ４０３ 400 500 500 1,400 

講座室 ５０１ 500 600 600 1,700 

講座室 ５０２ 400 500 500 1,400 

講座室 ５０３ 500 600 600 1,700 

和 室 400 500 500 1,400 

調理室 600 700 700 2,000 

 

③ 平成２２年度 上尾公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 楽しい歌声教室 ６月 一般 ３回 ４０人 
ギター・ハーモニカ等生演奏で懐かしい歌
から最近の曲まで楽しく歌う 

２ 親子へら鮒釣り教室 ６月 親子 １回 ３０組 
親子でへら鮒釣りの基本を指導員から学び
情操教育の一環とする 

３ 実用書道初心者教室 ６月 一般 ４回 ３０人 

細筆を使い、のし袋の表書きや年賀状など
の実用書の書き方や漢字や仮名の書道の
基本を初歩から学ぶ 

４ 初心者茶道教室 
６～７

月 
一般 ３回 １２人 

お茶のたて方いただき方など日本の伝統文
化である茶道の基本を学ぶ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

5 男の手打ちうどん教室 7 月 一般 1 回 20 人 
手打ちうどんを男性でも手軽に作れるように
基礎を学ぶ 

6 夏休み子どもパン教室 7 月 小学生 1 回 24 人 
小学生を対象にパン作りの楽しさを体験す
るとともに食の大切さを学ぶ 

7 夏休み子どもマンガ教室 8 月 小学生 2 回 25 人 
マンガの成り立ちキャラクターなどの簡単な
マンガの描き方を学び、創作マンガに挑戦
し楽しむ 

8 夏休み子ども笛作り教室 8 月 小学生 1 回 20 人 
笛が鳴る原理などを学びウグイス笛と枝笛
の２種類を作る 

9 プリザーブドフラワー教室 9 月 一般 1 回 20 人 
いつまでも美しく、枯れない不思議な生花の
インテリア小物を作る 

10 文学講座 10 月 一般 2 回 40 人 
川端康成～「伊豆の踊り子」を読む～ 

川端文学の魅力について学ぶ 

11 上尾ふるさと学級 １０～１１月 60 歳以上 8 回 70 人 
高齢者が健康で生きがいや喜びを学び仲
間作りをする講座 

12 孫との関わり方 10 月 一般 1 回 30 人 

孫との遊び方、食育、地域との連携、人権
等について孫との関わり方について学ぶ 

（上尾ふるさと学級解放講座） 

13 健康講座（大学公開講座） 11 月 一般 2 回 40 人 
日本薬科大学と連携しての講座、病気の
予防と健康に暮らす方法について学ぶ 

14 初心者川柳教室 11 月 一般 3 回 20 人 
川柳入門（川柳とは・川柳の作り方・鑑賞の
仕方について学ぶ） 

15 ちぎり絵教室 12 月 一般 1 回 25 人 
ちぎった和紙の柔らかな風合いを生かし、
来年の干支（うさぎ）を色紙に貼る 

16 お正月料理教室 12 月 一般 2 回 20 人 
お正月料理を地域の農産物を活用した伝
承料理で学ぶ 

17 親子ケーキ教室 12 月 親子 1 回 16 組 ケーキ作りをしながら参加者の交流を図る 

18 粘土人形教室 2 月 一般 2 回 20 人 粘土でかわいい人形や小物を作る 

５ 公民館事業の充実 

 

 

 

 

 

 

〔夏休み子どもマンガ教室〕 

〔 楽 し い 歌 声 教 室 〕
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④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 第３４回上尾公民館まつり 
4/24 

4/25 
一般 1 ― 

自主グループの活動成果を発表し、地域と
の交流の場とする 

2 第３４回上尾市新春囲碁大会 1/22 一般 1 200 人 囲碁愛好者の交流と親睦を図る 

3 第１９回上尾市新春将棋大会 1/29 一般 1 200 人 将棋愛好者の交流と親睦を図る 

4 第４１回上尾市俳句大会 3/5 一般 1 100 人 俳句愛好者の交流と親睦を図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 平成２１年度 上尾公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 387 319 355 362 271 337 385 393 317 332 339 322 

人数 8,158 4,766 5,454 6,307 3,991 4,548 6,063 7,707 4,503 5,343 5,488 4,866 

利用合計 ４，１１９件   ６７，１９４ 人 

 

 

 

〔上尾公民館まつり〕 

今回で３４回目を迎えた 

上尾公民館まつり 

天気にも恵まれ昨年以上の

来場者がありました。。 
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（（２２））上上平平公公民民館館  

上平公民館は、市内最初の地域公民館として上平支所を併設し、昭和６０年５月１３日に開館

した。 

図書室も備えており、平成１７年度には体育室の改修に伴い陶芸窯を設けた。利用状況は各種

団体の活動が活発で、年々増加し 200 を超す団体が利用している。本年度は、公民館まつりをは

じめ、全２1 の事業を計画している。今後も、時代のニーズに対応した事業を展開する。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

会議室 ４００ ５００ ６００ １，５００ 

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００ 

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

③ 平成２２年度 上平公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 癒しの軽体操 5 月 一般 4 回 40 人 軽体操で心身の癒し感を体験する 

2 ウォーキング基礎講座 6 月 一般 3 回 30 人 ウォーキングの基礎を学び健康増進を図る 

3 レディース囲碁教室 7・8 月 女性 4 回 20 人 囲碁の基本ルールやマナーを学ぶ 

4 夏休み子ども陶芸教室 7・8 月 子ども 3 回 16 人 夏休みに小学生が陶芸の基本を学ぶ 

5 ちぎり絵でおしゃれなカード作り 8 月 子ども 1 回 20 人 新聞紙のカラー部分でカードを作成する 

6 夏休み子ども料理教室 8 月 子ども 1 回 12 人 本格的なハンバーグとゼリーを作る 

7 江戸庶民の暮らしと知恵 8・9 月 一般 2 回 40 人 江戸で暮らす庶民の生き方や知恵を学ぶ 

8 歌唱講座 ９・１０月 一般 4 回 35 人 ピアノを伴奏に童謡や唱歌を歌う 

9 紙粘土教室 ９・１０月 一般 3 回 20 人 色のついた紙粘土で人形などを作る 

10 いきいき教室 10・11 月 60 歳以上 6 回 150 人 交通安全、人権、音楽、軽体操などを学ぶ 

11 洋菓子一年生教室 11・12 月 一般 3 回 12 人 洋菓子を中心にティータイムを楽しむ 

12 男の料理入門 11 月 男性 2 回 16 人 男性同士交流を深め料理の基礎を学ぶ 

13 人権講座 11 月 一般 1 回 150 人 人権を学ぶ 

14 寄せ植え教室 12 月 一般 1 回 20 人 お正月に向け寄せ植えを作る 

15 新春落語 1 月 一般 1 回 150 人 新春にふさわしい落語を２席 

16 初心者和菓子づくり教室 1・2 月 一般 3 回 15 人 伝統的な食文化である和菓子を作る 

17 気功体験教室 1・2 月 一般 4 回 30 人 健康な心と身体を作る気功を学ぶ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

18 子どもお菓子教室 1 月 子ども 1 回 12 人 小学生がお菓子づくりに挑戦する 

19 文学講座 2・3 月 一般 3 回 30 人 日本の近・現代文学の名作を味わう 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 第２６回上平公民館まつり 5 月 
どなたで

も 
2 回 ― 

自主グル－プによる絵画、書道などの作品展示
や大正琴、コ－ラスなどの実技発表を行う 

2 夏のコンサート 7 月 
どなたで

も 
1 回 150 人 

懐かしい曲、夏にちなんだ曲などの軽音楽
を演奏する 

⑤ 平成２１年度 上平公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 338 309 306 325 261 308 316 267 242 280 329 323 

人数 5,417 6,182 4,899 5,182 4,477 4,822 5,906 4,108 3,486 4,187 5,507 5,561 

利用合計 ３，６０４ 件   ５９，７３４ 人 

 

 
〔上平公民館まつり〕 
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（（３３））平平方方公公民民館館  

平方公民館は、地域公民館として、昭和６１年５月１日に開館した。開館２５年目を迎えた現

在、１３０を超す団体が利用している。 

本年度は主催事業として、文化祭をはじめ２３の教室・講座を計画している。より多くの市民

に利用していただくために、魅力ある教室・講座を企画するとともに、自主グループの育成にも

努めていく。一方、地域に根差した生涯学習の拠点として、その性格を生かした公民館運営に当

たる。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００ 

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

体育室兼集会室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００ 

③ 平成２２年度 平方公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 親子ジャガイモ作り教室 4～7 月 一般 3 回 16 組 
ジャガイモの栽培・収穫を通しての農業体
験  

2 
布ぞうりを作る～古い布をリサ
イクル～ 

4 月 一般 1 回 20 人 Ｔシャツや浴衣を使って布ぞうりを作る   

3 たちばな学級 （高齢者学級） 5～7 月 60 歳以上 8 回 60 人 
講話や体操など、高齢社会に対応する学
習の場を提供する 

4 初心者フォークギター教室 6・7 月 一般 4 回 20 人 
ギターの基本を学び、初めてでも曲が弾け
るよう目指す 

5 ゆかた着付け教室 6・7 月 女性 2 回 20 人 
初心者が浴衣の簡単、きれいな着こなしを
学ぶ 

6 
子ども染物教室～バンダナを
染めよう～ 

7 月 小学生 1 回 20 人 
身近な植物などを使って、自分だけのバン
ダナを染める 

7 パソコン教室入門編 （ワード） 8 月 一般 3 回 20 人 

パソコンの基本操作、文字入力、文書作
成、編集などを習得する     

【上尾橘高校共催事業】 

8 
パソコン教室入門編 （エクセ
ル） 

8 月 一般 3 回 20 人 
エクセルの基本操作、表計算、関数の使い
方、グラフ作成などを習得する 
           【上尾橘高校共催事業】 

9 スパイス工場見学とカレー作り 8 月 小学生 1 回 20 人 
スパイス工場を見学した後、カレーを作り試
食する 

10 スッキリ！収納術講座 9・10 月 一般 4 回 24 人 整理・整頓・収納のコツとルールを学ぶ 

11 スポーツ吹き矢体験教室 9・10 月 一般 4 回 20 人 吹き矢を通して健康促進と集中力を高める 

12 旅行に役立つ英会話教室 10 月 一般 4 回 30 人 
いろいろな場面で使える基礎の会話を、外
国人の講師に学ぶ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

13 秋の自然観察ウオーキング 11 月 一般 1 回 20 人 
植物や花について学び、ウォーキングを楽し
みながら健康維持を図る 

14 素敵なトールペイント 11 月 一般 2 回 20 人 
基本から学び、クリスマスを飾るリースを作
る 

15 
暮れの料理教室～おもてなし
の食卓～ 

12 月 一般 2 回 16 人 クリスマスと正月の料理の基本を学ぶ 

16 茶道教室 1 月 一般 4 回 16 人 基礎から学ぶお点前（裏千家） 

17 古典落語講座 2 月 一般 1 回 80 人 
落語家による口演を楽しみながら、江戸庶
民の暮らしぶりを学ぶ 

18 人権講座 3 月 一般 1 回 60 人 人権について学ぶ 

19 田舎饅頭を作る 3 月 一般 1 回 16 人 地元の伝統的な田舎饅頭を作る 

20 
工場見学とリサイクルペンダン
ト作り 

3 月 小学生 1 回 20 人 
親子で環境センターを見学し、リサイクルペ
ンダントを作る【東京ガス共催】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 第 25 回平方公民館文化祭 
5/１5 
5/１6 

一般 1 回 ― 
利用団体の活動の成果を、展示と実演で
発表する 

2 
オカリナ 独奏・アンサンブル 
ライブコンサート 

5/16 一般 1 回 80 人 文化祭の特別企画として、コンサートを実施 

3 秋の名曲コンサート 11/13 一般 1 回 80 人 ヴァイオリン・ピアノコンサートを実施 

 

 

 

 

 

⑤ 平成２１年度 平方公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 218 227 211 211 171 196 202 198 196 171 206 224 

人数 2,858 3,314 2,593 3,072 1,982 2,303 2,616 2,344 2,501 2,022 2,672 2,905 

利用合計 ２，４３１件   ３１，１８２人 

〔パソコン教室〕 

〔ゆかた着付け教室〕 

〔初心者ﾌｫｰｸｷﾞﾀｰ教室〕 

〔オカリナライブコンサート〕 

〔スパイス工場見学と 

カレー作り〕 
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（（４４））原原市市公公民民館館  

原市公民館は、昭和６３年５月に地域公民館として開館した。図書室も併設しており、地域住

民に根差した文化・スポーツはもとより、各種活動は年々盛んになり、現在１００を超す団体が

利用している。 

今年度は、第２３回原市公民館祭りをはじめ、絵手紙体験教室など１６の公民館事業を計画し

ている。また、地域への情報紙として、公民館だより『かけどい』を発行している。 

今後、少子高齢化・国際化の時代を迎え、地域住民の生涯学習の拠点として、公民館を運営し

ていく。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００ 

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

体育室兼集会室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００ 

③ 平成２２年度 原市公民館主催講座 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 原市日本語教室 
4～7 月 
9～3 月 

外国籍
市民 

40 回 各 15 人 
外国籍の人が日本語や地域のこと、日本の文
化を学ぶ（マンツーマン方式）。全３期 

2 子ども土曜教室 
6・7・9 

～1・3 月 
小学生 8 回 各 20 人 

生涯学習推進員、公民館学習グループ 
「あいの会」と協働して、世代間の交流を図り、
小学生に各種体験学習の機会を提供 

3 原市ことぶき学級 
5～7 月 

9・10 月 
60 歳以上 9 回 150 人 

高齢者が健康で潤いのある生活ができるよう、
多彩なテーマの講話やレクリエーションなど学
習の場を提供する 

4 折り紙体験教室 6 月 一般 2 回 20 人 
一枚の紙からいろいろなものができる折り紙の
楽しさを体験する 

5 和紙ちぎり絵体験教室 7 月 一般 1 回 20 人 
季節の風物（花など）を題材に、和紙ちぎり絵の
基礎を学ぶ。和紙の持つ素朴な味わいを大切
に、心温まる作品に仕上げる 

6 
夏休みジュニア囲碁入門
教室 

7・8 月 
小中学

生 
4 回 20 人 

はじめて囲碁をやるジュニアを対象に囲碁をや
りながらのルールや石の置き方を学ぶ 

7 身近なガーデニング教室 9 月 一般 2 回 15 人 
①講習とミーティング 

②植え込み実習 

8 
中高年のための短期集中リ
フレッシュ講座 

10 月 一般 3 回 30 人 
①３B 体操②身近なタオルやラップ芯を使った
健康体操③あんまマッサージ指圧師によるスト
レッチ 

9 写真入門講座 10・11 月 一般 2 回 15 人 
①デジタルカメラの基礎知識の学習後、被写
体撮影および作品発表②基礎知識の学習の
続きと館内撮影、作品発表 

10 韓国料理文化講座 11 月 一般 2 回 20 人 

①韓国の歴史や食文化、日常の様式やマナー
など文化を学び日常的な韓国語を学ぶ②歴
史や文化に因んだ宮廷料理などの韓国料理を
自分たちで作り食べる 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

11 パステル画体験教室 11・12 月 一般 3 回 15 人 

①パステル画のテクニックなどの基本を学び静
物画の制作に入る②パステルを使って対象物
をとらえ描く③作品を完成させ、フィクサチーフ
のかけ方を知る 

12 年越しそば打ち教室 12 月 一般 2 回 15 人 
そば作りに必要な素材選び、打つ、ゆでる、つ
ゆ作りなどの基本手法を学ぶ 

13 緑の地域学講座 12・1 月 一般 6 回 24 人 
花や緑が生活に潤いを与える各種事例を研究
し、地域特性の花・緑化による地域づくりを地域
学として学ぶ 

14 おとなの学びと生き方講座 2 月 一般 1 回 20 人 人間の生き方と人権について学ぶ 

15 楽しいフォークダンス教室 2 月 一般 2 回 20 人 
基本ステップを学び、多くの仲間と手を取り合
いフォークダンスを楽しむ 

16 あったかストレッチ教室 3 月 一般 1 回 20 人 
家庭で出来るやさしいストレッチとヨガで、体の
ほぐし方を学ぶ 

 

④ 大会 ・ イベント 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 第２３回原市公民館祭り 5 月 
どなたで

も 
2 日 ― 

当館利用グループの活動成果の発表と地
域住民との交流 

2 はらいちジャズコンサート 11 月 
どなたで

も 
1 回 70 人 

アルトサックス（及びフルート）を中心とし、ピ
アノ、ウッドスペース、ドラムによるアンサンブ
ル（カルテット）で、スタンダードナンバーやオ
リジナル曲などを披露する 

⑤ 平成２１年度 原市公民館利用状況  

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 310 310 317 332 284・ 315 323 325 277 264 333 340 

人数 3,926 5,850 4,251 4,737 5,322 4,021 4,311 4,071 4,170 3,160 5,129 4,263 

利用合計 ３，７３０ 件   ５３，２１１ 人 
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（（５５））大大石石公公民民館館  

大石公民館は、平成３年１月に地域公民館として開館した。ここは、周辺の豊かな緑にめぐま

れ、入り口にあるヒマラヤ杉の巨木が自然環境との調和を象徴している。昨年４月から使用開始

した多目的室は、主に絵画や工芸、音楽などのサークルに幅広く利用されている。また、同じく

新設された陶芸窯を活かして、地元陶芸教師を紹介しながら陶芸教室を開催するなど陶芸サーク

ルを育成している。 

今年度も２４の公民館事業を計画して、多様な生涯学習事業の提供に努めている。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００ 

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

多目的室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

③ 平成２２年度 大石公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 若返り学級 5・6 高齢者 6 回 120 人 
高齢者を対象に生きがい、健康、人権等に
ついて学ぶ 

2 ジャンボかぼちゃをつくろう 
5 ・ 6 ・ 7 ・

10 
親子 4 回 20 組 

ジャンボかぼちゃの種を植え、収穫し、アートを描
く 

3 コーヒーの美味しい入れ方 10 一般 3 回 20 人 
薫り高いコーヒーの入れ方とコーヒーの文化
について学ぶ 

4 ウォーキング講座 7・8 一般 3 回 30 人 
靴の選び方、履き方から歩き方、姿勢など正しい
ウォーキングの基礎を学ぶ 

5 夏休み子ども陶芸教室 7・8 小学 3～6 3 回 16 人 置物やカップをつくり、陶芸の楽しさを体験する 

6 夏休み子どもパン教室 8 小学生 1 回 16 人 かめ・たこ・かになどのパンづくり体験 

7 夏休み子ども料理教室 8 小学 3～6 1 回 20 人 子供による料理作りを体験し、楽しさを学ぶ 

8 親子リトミック教室 9 幼児・親 3 回 10 組 音楽に合わせて身体を動かし、リトミックを楽しむ 

9 自分史づくり 9・10 一般 3 回 20 人 
自分史づくりの基礎を学び、冊子に仕上げ
る 

10 着付け教室 10・11 一般 5 回 20 人 着物を着て帯結びをする 

11 ミュージックベル教室 11・12 一般 4 回 １５人 
参加者が楽器に親しみながら曲の演奏を学
ぶ 

12 歴史講座（七福神めぐり） 11 一般 2 回 30 人 七福神について学習し、現地に出向き探訪する 

13 筝曲（琴）教室 11・12 一般 4 回 15 人 
筝曲について学び、楽器に触れながら演奏
を試みる 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

14 古典文学講座「風姿花伝」 11 一般 3 回 40 人 世阿弥の世界について学ぶ 

15 冬の料理教室 12 一般 2 回 25 人 米粉を使った料理と洋風おせちをつくる 

16 パソコン教室 12～2 シニア 6 回 15 人 
文字入力・文章作成・編集・ホームページ
作成等の基本を学ぶ 

17 コミュニティ人権講座 2 一般 1 回 80 人 
人権問題について学習する（大石地区コミュニテ
ィ推進協議会との共催事業） 

18 合唱の世界を作ろう！ 1・2 一般 4 回 40 人 
合唱をとおし音楽の楽しさや素晴らしさを学
び、音楽の世界を広げる 

19 手作りみそ教室 2 一般 3 回 20 人 手づくり味噌づくりを体験する 

20 チョコ菓子づくり 2 一般 2 回 16 人 チョコレートを使って菓子作りを学ぶ 

21 パンづくり初心者教室 2 一般 2 回 20 人 パンづくりの基本を学ぶ 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ みどりのコンサート 4 一般 1 回 70 人 公民館音楽サークルによる発表会 

2 大石公民館まつり 9 一般 2 日 ― 
公民館サークルの成果発表（展示・模擬店・

実技など）と地域の人達との交流を計る 

3 ニューイヤーコンサート 1 一般 1 回 80 人 新春にピアニストを招き、コンサートを開催する 

⑤ 平成２１年度 大石公民館利用状況  

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 272 271 308 305 269 307 298 305 249 257 332 336 

人数 3,759 3,803 4,999 4,249 3,601 7,788 3,933 4,107 3,463 3,644 5,485 4,457 

利用合計 ３，５０９ 件   ５３，２８８ 人 

 

 

〔大石公民館まつり〕 〔みどりのコンサート〕 〔夏休み子どもパン作り教室〕 

〔ジャンボかぼちゃ作り〕 〔若返り教室〕 〔夏休み子ども陶芸教室〕 
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（（６６））大大谷谷公公民民館館  

大谷公民館は、平成５年４月に２階建ての地域公民館として大谷支所を併設し開館した。図書

室も併設しており、また、広い展示ホールを設置したことで幅広い利用がされている。また、地

域の中心的施設として、公民館利用者以外の市民も数多く訪れている。 

今年度も 28 の公民館事業を計画しており、また、２００を超す団体に活発に利用され、文

化・スポーツ活動の拠点としての役割を果たしている。 

 

① 利用時間・休館日 

 ○ 利用時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００ 

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

和室 ２ ３００ ４００ ５００ １，２００ 

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００ 

工作室 ４００ ５００ ６００ １，５００ 

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日 

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００ 

③ 平成２２年度 大谷公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 日本語教室１・２・３学期 4～3 月 
外国籍 

市民 
33 回  各 10 人 

外国籍市民が日本人ボランティアのマンツ
ーマンの指導で日常会話を学習しながら、生
活に必要な知識を学ぶ 

2 幸せを招くアートフラワー教室 4 月 一般 1 回  20 人 
今年のラッキーカラーを使って、アクセサリー
やインテリアにも使えるアートフラワーを作る 

3 知的障害青年学級 
4～3 月 

（8 月除） 
障害者 11 回  30 人 

自主グループやボランティアの協力を得て、
障害者に生涯学習の機会を提供する 

4 大谷いきいき学級 5～7 月 60 歳以上 8 回 130 人 
健康管理、音楽鑑賞、スポーツ、レクリエー
ションなど多岐にわたる総合講座 

5 
シニアのための初心者パソコ
ン教室パート１ 6・7 月 60 歳以上 4 回 15 人 

高齢者対象に自分のパソコン持参で初歩の
Word を学ぶ（VISTA 対応） 

6 初心者ペン習字教室 6 月 一般 3 回 20 人 
ボールペンと筆ペンを使って美しい文字を書
く 

7 手打ちうどんと冷や汁作り 7 月 一般 1 回 20 人 
うどん作りを楽しみながら郷土の食文化を学
ぶ 

8 夏休み子ども紙芝居 8 月 
幼児～小学

生 
1 回 30 人 創作紙芝居などを楽しむ 

9 
夏休み子ども勾玉つくり 
パート１ 

8 月 小学生 1 回 20 人 石を削り縄文時代の装飾品（勾玉）を作る 

10 夏休み親子料理教室 8 月 親子 1 回 16 組 
親子で協力しながら、料理作りの楽しさを学
ぶ 

11 夏休み子ども紙すき教室 8 月 小学生 1 回 20 人 
チガヤで額を作り、紙すきで作った和紙を飾
る 

12 
夏休み子どもデコスイーツ教
室 

8 月 小学生 1 回 20 人 樹脂粘土でプチケーキを作る 

13 オータムコンサート 9 月 一般 1 回 100 人 
芸術の秋、気軽に訪れる事が出来る公民館
でコンサートを楽しむ 

（単位：円） 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

14 
シニアのための初心者パソコ
ン教室パート２ 

9・10 月 60 歳以上 4 回 15 人 
高齢者対象に自分のパソコン持参で初歩の
Word を学ぶ（ＸＰ対応） 

15 歴史散歩 10 月 一般 2 回 30 人 
郷土の歴史について学び、社会見学で 

杉山城跡、菅谷舘跡、大蔵舘跡を訪れる 

16 姿勢矯正ストレッチ教室 10・11 月 一般 4 回 40 人 
自分の体の歪みを知り、姿勢矯正ストレッチを行
い、歪みを正す 

17 初心者陶芸教室 10・11 月 一般 4 回 20 人 
陶芸の基礎を学び、カップや花器などを作製す
る 

18 男の料理教室 11 月 男性 3 回 20 人 
男性が料理（和・洋・中華）の基礎を学び、
料理作りのきっかけとする 

19 アフタヌーンコンサート 11 月 一般 1 回 100 人 
公民館を利用している音楽グループの活動
発表と音楽を楽しむ場を提供する 

20 
トールペイントでお正月飾りを
作ろう 

１１・12 月 一般 2 回 16 人 アクリル絵の具でお正月飾りを作る 

21 季節の和菓子作り 12 月 一般 2 回 20 人 
和菓子職人の指導のもと、お正月にふさわし

い和菓子作りを学ぶ 

22 
冬休み親子料理教室～焼き

びんを作る～ 
12 月 親子 1 回 16 組 親子で協力しながら、焼きびんを作る 

23 リメイク教室 1・2 月 一般 5 回 20 人 
眠っている服や布をリメイクし、新しい服や小

物を作る 

24 人権講座 2 月 一般 1 回 50 人 
差別の解消を目指し、様々な人権について

学ぶ 

25 勾玉つくりパート２ 2 月 一般 1 回 20 人 石を削り縄文時代の装飾品（勾玉）を作る 

26 初心者クラシックギター教室 2 月 一般 4 回 15 人 
昔懐かしいクラシックギターにもう一度チャレ
ンジし、演奏の方法を学ぶ 

27 春を待つ寄せ植え教室 2 月 一般 1 回 16 人 
季節の寄せ植えの基礎を学び、作品を完成
させる 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

1 第１８回大谷公民館まつり 
5/22 
5/23 

一般 1 回 ― 
公民館を利用している自主グループの活
動成果の発表と地域の交流を図る 

⑤ 平成２１年度 大谷公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 384 331 357 339 284 345 384 364 338 287 339 286 

人数  4,994 4,630 5,048 4,637 3,838 4,462 4,994 4,824 4,733 3,731 4,303 3,817 

利用合計 ４，０３８ 件   ５４，０１１ 人 
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６ 図書館事業の充実 
上尾市図書館は昭和４３年８月に創設し、昭和５６年６月に現在の図書館本館を開設した。市

民の多様な学習意欲にこたえ、生涯学習の基盤施設として図書やその他の資料を収集・整理・保

存して利用者へ提供するとともに、視聴覚機材の貸出しや視聴覚機器の技術講習会、映画会やお

話し会などの図書館事業を行っている。 

本館のほかに５つの分館と３つの公民館図書室を配置し、これらをコンピュータと図書の回送

車でネットワークを結び、どこの施設でもすべての図書館資料の検索、返却、貸出ができる。ま

た、ホームページや携帯電話での蔵書検索や予約受付を実施している。 

また、さいたま市・伊奈町と協定を結び、いずれの住民であっても各市町の図書館を利用する

ことができる。 

 

（１）名称と所在地 

名  称 所在地 電話番号 

上尾市図書館 （本館） 上町１－７－１ ７７３－８５２１ 

図書館上尾駅前分館 柏座１－１－１５ プラザ館 1.2 階 ７７８－４１１１ 

図書館大石分館 中分１－２３２ ７２６－６０５９ 

図書館平方分館 平方４３５４－２ （平方東小学校内） ７８１－６８００ 

図書館瓦葺分館 瓦葺２５２８－３ ７２３－１０７０ 

図書館たちばな分館 平方１７１３－１ ７８２－１９１９ 

上平公民館図書室 南７５－１ ７７５－９３０８ 

原市公民館図書室 原市３４９９ ７２１－４９４６ 

大谷公民館図書室 大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

 

 

（２）開館時間と休館日 

 区分 開館時間 休館日 

上尾市図書館（本館） 
火～日曜日・祝日 ： 午前９時～午後７時 

（１Ｆ児童室・視聴覚機材団体利用は午後５時まで） 

月曜日（祝日を除く） 

年末年始・図書整理期間 

駅前分館 
火～金曜日 ： 午前１０時～午後８時 

土･日・祝日 ： 午前１０時～午後５時 

大石分館 火～日曜日・祝日：午前１０時～午後５時 

分館及び公民館図書室 
火～金曜日 ： 午後１時３０分～午後５時 

土曜日・日曜日・祝日・夏休み期間 ： 午前１０時～午後５時 
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（３）利用状況 （平成２1 年度） 

施設名 開館日 年間利用者数 年間貸出点数 １日平均貸出点数 

上尾市図書館 （本館） ３００ 日 １９２，３９０ 人 ７６５，９７２ 点 ２，５５３ 点 

図書館駅前分館 ３００ 日 ５２，１０３ 人 １４１，６０３ 点 ４７２ 点 

図書館大石分館 ３００ 日 ５８，２２４人 ２４０，３６１ 点 ８０１ 点 

図書館平方分館 ２９７ 日 １４，４０７ 人 ４４，７７８ 点 １５０ 点 

図書館瓦葺分館 ３００ 日 ２４，６４６ 人 ９３，０５２ 点 ３１０ 点 

図書館たちばな分館 ３００ 日 １２，３０４ 人 ５１，００２ 点 １７０ 点 

上平公民館図書室 ２９８ 日 １２，９４６ 人 ５３，０９４ 点 １７８ 点 

原市公民館図書室 ３００ 日 １０，９３８ 人 ４１，３７８ 点 １３７ 点 

大谷公民館図書室 ２９７ 日 １２，１７１ 人 ４３，８１１ 点 １４７ 点 

全館合計  ３９０，１２９ 人 １，４７５，０５１点  
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（４）各館の種類別資料の状況 （平成２２年３月３１日現在） 

 一般書 児童書 紙芝居 郷土資料 雑誌 洋書 AV 資料 計 

上尾市図書館
（本館） 

２３２，６９９ ７３，３１９ ７９８ ６３５５ ７０８７ ９１５ ６，８７１ ３２８，０４４ 

駅前分館 ２０，２４９ ２，０３０ ０ １１５ ５０５ ０ ０ ２２，８９９ 

大石分館 ２２，９２２ １４，８９８ ５０３ ８４ ５５６ ０ ２、９６４ ４１，９２７ 

平方分館 ２１，１４９ １５，１２５ １３７ １７８ ５７０ ０ ０ ３７，１５９ 

瓦葺分館 １７，９５１ １３，５５４ １２８ １６５ ３１９ ０ ０ ３２，１１７ 

たちばな分館 １９，５８０ ８，５６９ １０１ １５１ ３７２ ０ ０ ２８，７７３ 

上平公民館
図書室 

１１，８４２ １３，３３８ １９６ １１６ ３００ ０ ０ ２５，７９２ 

原市公民館
図書室 

１１，２４１ １０，０９７ １５６ １０６ ２６１ ４ ０ ２１，８６５ 

大谷公民館
図書室 

１６，８２３ ９，９９８ ４４９ ６８ ２５５ ３ ０ ２７，５９６ 

合 計 ３７４，４５６ １６０，９２８ ２，４６８ ７，３３８ １０，２２５ ９２２ ９，８３５ ５６６，１７２ 

 

（５）年齢別利用登録者数 （平成２２年 3 月３１日現在） 

 年齢 

性別 

0～6 7～12 13～15 16～19 20～24 25～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 １６９ ３，３１９ ２，６２８ ３，８６７ ４，６９３ ３，７２８ ６，３０３ ５，２７１ ４，０３６ ４，３５５ ３，８１７ ４２，１８６ 

女性 ２１１ ３，７５４ ２，９４１ ４，１４２ ５，４７３ ５，５１２ １３，８７０ 10.997 ６，７２４ ５，９２１ ２，９０３ ６２，４４８ 

合計 ３８０ ７，０７３ ５，５６９ ８，００９ １０，１６６ ９，２４０ ２０，１７３ １６，２６８ １０，７６０ １０，２７６ ６，７２０ １０４，６３４ 

 

〔図書館本館の館内〕 
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（６）平成２２年度事業計画 

事業名 期日 講師等 内容 

◎◎おおははななしし会会  

○本館 

 

毎週水曜日・土曜日 

上尾おはなしの会 昔話・童話の語り 

○大石分館 
毎週土曜日（第２土曜

日を除く） 

○平方分館 毎週土曜日 

○瓦葺分館 毎週火曜日 

○たちばな分館 ７月２２日・８月５日 

○大人のためのお話会 １０月２０日・３月 

◎◎絵絵本本のの時時間間  

○本館 

 

毎週火曜日 

 

図書館職員 他 絵本の読み聞かせ・ 

パネルシアターなど ○大石分館 毎月第２土曜日 
絵本の森もこもこ ○たちばな分館 毎月第１・３土曜日 

◎◎ブブッッククススタターートト事事業業  4 か月児健康診査 時 図書館職員・ 

ブックスタート支援員 

赤ちゃんに絵本を読み聞

かせながら、本を手渡す 

◎◎夏夏休休みみ体体験験図図書書館館員員  ７月２９・３０日 図書館職員 小学５・６年生 

      図書館員体験 

◎◎科科学学ああそそびび  ８月２６日 図書館職員 

科学教育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

科学あそび 

◎◎ててぶぶくくろろ人人形形ををつつくくっってて、、  

    ててああそそびびををししよようう  

１１月２日 おはなしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

・ぽけっと 

工作と手遊び 

◎◎市市長長ささんん、、絵絵本本よよんんでで  １１月２日 おはなしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

・ぽけっと 

市長による絵本の読み聞

かせ 

◎アイマスクで、盲導犬と歩

こう 
１１月６日 (財)アイメイト協会 盲導犬と歩行体験をする 

 

◎図書館で宝探し １１月６日 図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの 

みなさん 

地下書庫で本のヒントを手

がかりに宝物を探す 

◎朗読を楽しもう １１月６日 朗読ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・やま

びこ 

朗読 

◎文藝講演会 

 ～絵本出版ウラばなし～ 

 

１１月７日 

<講師> 

元福音館編集長 

    関口 展 氏 

絵本編集のポイント、優れ

た絵本についてのお話 

 

◎今日は図書館でコンサー       

  ト 

１１月７日 東大歌劇団管弦楽 

団・室内楽班 

管弦楽器の演奏 
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事業名 期日 講師等 内容 

◎絵本の絵をかこう 

 

１１月７日 

場所：上平公民館 

上平中学校 

美術部 

中学生のお兄さん、お姉さ

んと一緒に絵を描く 

◎市民が選ぶわたしの一冊 

 

１１月２日～ 

１２月１９日 

 アンケートの結果発表 

◎みんなが作った物語の絵 １１月２日～１２月１９

日 場所：大石分館 

大石中学校 

美術部 

中学生が描いた絵を発表 

◎クリスマス会 

○本館 

１２月 

 

 

図書館職員 

 

絵本、他 

◎人形劇 ３月 人形劇サークル 

“あいあい” 

人形劇 

◎図書のリサイクル 平成２３年 

    ２月 
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（７）視聴覚事業（団体対象） 

●利用状況 （平成２１年度） 

項 目 所蔵数 利用本（回）数 

１６ミリ映画フィルム １７０本 １４本 

ビデオテープ ６１９本 １９２本 

ＤＶＤ ５９枚 ２２枚 

１６ミリ映写機 ７台 ５回 

スライド映写機 ３台 ０回 

プロジェクター ６台 １７６回 

OHC （資料提示装置） ２台 ４回 

 

●事業実施状況 （平成２１年度） 

事業名 実施回数 参加者 

１６ミリ映写機技術講習会 １回 ９人 

〃    再講習会 １回 １人 

プロジェクター技術講習会 ２回 １２人 

こども映画会 ９回 ２８４人 

親子映画会 ３回 ８８人 

土曜映画会 ５回 １５７人 

 

●平成２２年度事業計画 

事業名 期日 内容 

１６ミリ映写機技術講習会 ６月２０日 映写機利用資格者の養成 

プロジェクター技術講習会 ７月１１日・１１月２１日 視聴覚機材の取扱い講習会 

こども映画会 ８・１２・３月を除く毎月第２土曜日 子ども向け映画会 

春休み親子映画会 ３月２６日 親子向け映画会 

夏休み親子映画会 ８月２１日 親子向け映画会 

クリスマス親子映画会 １２月１８日 親子向け映画会 

土曜映画会 ５・７・９・１１・１月 大人向け映画会 
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